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課題や改善すべき点を踏まえた
改善内容又は改善目標

①
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係
で適切であるか

5
提供するプログラムにあわせて部屋を使い分ける
など、十分なスペースの確保に努めております。

② 職員の配置数は適切であるか 5

心理学博士取得者１、心理学修士取得者４など、
高い専門性をもったスタッフを確保してきており、ま
た、非常勤講師として常勤スタッフのカバーしきれ
ない専門分野のエキスパートの招聘にも力をいれ
ているところでございます。

③

生活空間は、本人にわかりやすく構造化さ
れた環境になっているか。また、障がいの特
性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー
化や情報伝達等への配慮が適切になされて
いるか

4 1

多様な障害特性をもった利用者全員に最適化された構
造化は難しいところがありますが、全ての利用者の皆様
が快適に過ごしていただけるよう運用しているところで
ございます。

④
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境
になっているか。また、子ども達の活動に合
わせた空間となっているか

4 1
生活空間については適時清掃などに心がけ、運営
しているところでございます。

⑤
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、児童発達支援計画が作成
されているか

5
子どものアセスメントについては、該当児童の状況に応
じたアセスメントツールを利用しているところでございま
す。

⑥

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイ
ドラインの「児童発達支援の提供すべき支
援」の「発達支援（本人支援及び移行支
援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援
内容から子どもの支援に必要な項目が適切
に選択され、その上で、具体的な支援内容

5

通所を希望される児童について、保護者の方の希
望を聞き取りながら支援計画を作成しているところ
であり、これらの項目はガイドラインにも齟齬のな
いものと考えます。

⑦
児童発達支援計画に沿った支援が行われて
いるか

5
支援発達計画に沿った支援が行われると考えます
が、さらに運営に留意しているところでございます。

⑧
活動プログラムが固定化しないよう工夫して
いるか

5
活動の種類
が沢山で楽し
みです。

活動プログラムは利用頂いております児童の発達
の様子に応じて適時更新を行っております。今年
度は外部より体育の指導者の招聘を新たに行いま
した。

⑨
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流
や、障がいのない子どもと活動する機会が
あるか

3 2
年間行事の中で施設外での活動では障害のない子ども
と活動する機会もあります。

⑩
運営規程、利用者負担等について丁寧な説
明がなされたか

5
重要事項説明書等、説明資料を用意の上、できる限り
のご説明に努めているところでございます。

⑪

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援
の提供すべき支援」のねらい及び支援内容
と、これに基づき作成された「児童発達支援
計画」を示しながら支援内容の説明がなされ
たか

5

児童発達支援計画の作成と保護者からの同意の
取得については、適切に行われるよう努めていると
ころでございます。

⑫
保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対して家族支援プログラム（ペアレン
ト･トレーニング等）の支援を行っているか

5

外部の専門家によるカウンセリングなど、利用児童に加
え保護者の方にも参加いただけるプログラムを用意して
いることでございます。

⑬
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、
子どもの発達の状況や課題について共通理
解を持っているか

5

当事業所をご利用頂いております児童の保護者の皆様
とはできるかぎり子どもの発達の状況や課題について
共有をはかっているところと考えております。

⑭
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に
対する相談に適切に応じ、必要な助言と支
援を行っているか

1 4

外部の児童精神科医師の紹介、利用可能なその他の
サービスとの組み合わせなど、可能な対応を考えて取り
組んでいるところでございます。

⑮
父母の会の活動を支援したり、保護者会等
を開催する等により、保護者同士の連携を
支援している

5

クリスマス会など、保護者の皆様が同時にご参加いただ
けるイベントを通じ、保護者同士のコミュニケーションの
場を設けるよう配慮しているところです。

⑯

子どもや保護者からの相談や申入れについ
て、対応の体制を整備するとともに、子ども
や保護者に周知し、相談や申入れがあった
場合に迅速かつ適切に対応されているか

5
記録するとともに、原因や、対策も考え出来る限り迅速
に保護者様、状況によっては関係機関にも周知するよう
努めています。

⑰
障がいのある子どもや保護者との意思の疎
通や情報伝達のための配慮がなされている
か

5
個々に合わせて情報伝達方法を配慮しながら行ってい
ます。

⑱
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者
に対して発信しているか

1 4
定期的な会報の発行などは特にありませんが、行事予
定などは都度配布するようにしております。

⑲ 個人情報の取扱いに十分注意されているか 5
書類関係、写真画像等、個人情報に関わるものは丁寧
かつ安全に管理しています。

保護者等数（児童数）５　回収数　５　割合 100%

平成31年度自己評価結果の公表

ハービー＆マックローリン・陽だまり介護センター（児童発達支援）
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ハービー＆マックローリン・陽だまり介護センターでは、サービスの質について、保護者アンケートを実施、結果を集計しています。
その内容をもとにスタッフ自ら評価を行い、今後の改善プランを策定し実施して参ります。

下記に各項目ごとの評価状況や今後の改善内容を公表致します。
自己評価結果や今後の改善内容を公表することで、みなさまに安心してご利用いただく一助となるためのものです。

なお、評価基準は、厚生労働省が定める「児童発達支援ガイドライン」をもとにした内容となっております。

事業所名：ハービー＆マックローリン・陽だまり介護センター



⑳

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、職員や保
護者に周知するとともに、発生を想定した訓
練を実施されているか

5
社内設置の委員会を中心に、マニュアルの策定、各事
業所ごとに研修、周知を行っています。保護者様へも機
会を捉えて周知を行って参りました。
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㉑
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出その他必要な訓練を行っている

5 避難訓練の実施は行ってまいります。

㉒ 子供は通所を楽しみにしているか 5
アンケートの結果を踏まえ、より良いサービスの実
現に努力してまいります。

㉓ 事業所の支援に満足しているか 5
アンケートの結果を踏まえ、より良いサービスの実現に
努力してまいります。

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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